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協会創立後２０年間の概況

昭和23年には、高崎公園内の旧武徳

殿が常設練習場兼試合場として市当局

から開放され、念願の恒久的拠点が誕

生した。これ以後、同所には高崎をは

じめ鮒林、藤岡、沼、、前橋、Ｉ１４ｋな

どから愛好者が災い大小規模の威令も

脳されるようになり、これを契機に競

技としてのＷＬは急テンポで1M内各地に

拡大し、技術的向上もめざましかった。

それを裏書きするかのように、昭和

24年の第41,来京国体では、Ｍ級正田

文男(航林)が節４位と健闘し、本1M初

の国体入賞者となった。このJIilIlが発

掘指導したⅢ赴級の逸材瀬山機三郎(館

林)は、昭和28年の第８回愛媛国体か

ら同34年の東京国体まで(第９回は不

出場)連続上位入賞を果たし、うち優

勝２ｍ、鉱優勝３回という輝かしいも

のであった。このほか、同遮乎は命Ｈ

本選手柵優勝４回、同撫優勝１回とい

う不滅の記録を打ち立て、この１１１１にⅡ

本新記録14を樹立している。

瀬山は、本県初の国際大会日本代表

選手でもあった。昭和33年の第３ﾛア

ジア競技大会(東京)Ｈ級代表となった

瀬山は、２位とliililB鰍の３位入賞に繩

き上州健児の意気を示した。

この時代には、ほかにもＬＨ級国体

２位の清水源次郎(高崎)なども活翻し

ているが、国体参加選手数の年次差や

や神社仏1H1･河川敷等で時には寒風や

雷雨にさらされながらＷＬの普及指導

を続けていった。

大河原の信念と行動力は、当時の県

体育協会炎桑原政栄、上毛新聞社錠篠

原秀古、高崎市民久保田宗太郎ら20数

名の有力者をmjjかし、昭和21年５月１２

日、群馬県肛趾挙協会(当時名称)は皿

,nKの声をあげた。終戦から値か９カ月

後のことであった。初代会長(理事長

兼任)には43歳の大河原が推挙された。

発会記念式典会場となったiili橋市の群

,隅会館では、右名避乎による公I1IIiiji技

(IItft拳、漆I）H、レスリング)も人凱を

呼び、関係肴と観客で立錐の余地６を

大盛況であった(大河原談)。

《沿革＞

群馬県重且挙のはじまり

本県のウエイトリフティング(以下

ＷＬという)の祖は、大河原宇明古(本

名：梅吉)である。号を柏鉄棒と称し

た大河原は、昭和５年頃には及さ２ｍ、

近き16賀の鉄棒を上下段及び縦横に振

る独得の鍛錬法をあみ出し、赤城山な

どにこもって実践していた。そして平

素は「コンクリートバーベルによる階

梯式抵抗迎動法を実践し、その普及に

努めた」（｢群馬県体育史｣)と述べてい

る。我が国ウエイトトレーニングのiリ

始老といわれる若木竹丸氏は、「真に鉄

の如き肉体の所有者。氏は又愛国者に

して多数の名士と交はり、又、稀に見

る人格の士なり」（｢怪力法並に肉体改

造体力増進法」昭和13年刊)と大河原を

評しているが、正に大胸筋の苑逸した

分厚い胸部とパルク感溢れる遇しい別

胸諸筋は、一目で怪力の持主と分るほ

ど見事なものであった。この大河原も

少年時代には虚弱体質で、徴兵検査は

体愈39kgで不合格であった。これが大

河原を肉体鍛錬に迺巡させた其の理111

である。

昭和８年３月、大河原は内務省及び

東京市教育局の後援を得て、日本体育

会体操学校(現：日本体育大学)におい

て我が国初のＷＬの実技指導と講演を

数ＨｌｌＭにわたり行っている(前出体育

史)。ちなみに、公式競技用バーベル

が斑納泊五郎氏の手によってオースト

リアから初めて我が国に導入されたの

は、この翌年のことである。

昭和20年８月、我が国は大東亜戦争

（太平洋戦争)に敗れ、国民は焦土の中

で食に飢え、衣も住も欠乏し、人心は

荒廃の極に途していた。

こうしたり'、大河原は不眠不休で來

奔西走し、「国家再建はスポーツの扱

興から」と叫び続け、私財を投じて公

式パーベルやダンベルそしてプラット

フォームなどの練習用具を揃え、空地

初代会長･大河原亭明吉

昭和20年代及３０年代の国民体育大会群馬県避手団２例 （llIl没ｌ）
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出身地把握の参考として、僅か２例だ

が昭和20年代と30年代の本県国体代表

チームの顔ぶれを別表１に掲げておく。

この時期には、各地域に協会ないし

クラブ名を付した組織の挺生がみられ

る。本家のiWidIliは、当初は１１突上群燭

県協会と同義語であったから、少なく

とも武徳殿が開放された昭和23年には、

現在の高崎市ウエイトリフティング協

会の前身である商崎パーペルクラプは

実質的に存在していた。現繭崎協会錠

の湯浅jE人は、昭和21fI23j1には既に

大河原宅の二階で前述のⅢい鉄棒数種

やダンベルを用いて鍛錬に励んでいた

が、後に加わる高橋積雄(現高崎協会

理那長)や外所恒雄らの協力を得て、

草i１１期からの商崎協会の牽引半的存在

であった。次いで昭和31年２月、來毛

パーベルクラプの名称で航林協会が廷

生した。初代会奨には遠麗館林市焚が

就任し、上述の正田文男は、すでにそ

の７年前から自宅で瀬山や原口宏一(現

姓平野)らを指導していたが、この２

人と共にil1久ﾌﾞﾄ正治も正田を柵佐しjMl

織化に尽力した。これに少し巡れて根

片1僑夫(現飾林協会Mlillll)やIMI化１W(現liil

LlI務局良)らも加わり、発展に力を注

いだ。昭和33年には北毛の地沼田にも

組織が鍵生した。現在の沼田ウエイト

リフティング協会がそれである。昭和

29年に大河原の円を叩いた商山一笑が

１１心となり、少し後には望月盟司(現

沼IⅡ協会鐘)･望月督司兄弟が商11｣を補

佐し、次いで小林智券が更には１１村郡

司らが何協会発展に貢献している。そ

して昭和37年には、前橋市ウエイトト

レーニング協会の前身である前橋パー

ペルクラプが誕生した。組織化には艮

脇iW臣(現Iiij橋協会HiⅡ会焚)･災hllF臣兄

弟そして柳沢天抑雄(現iiij橋協会理４$

災)らの現役逆手の奔走があったが、野

木村浩、柳沢袈裟雄らの尽力なしには

日の目をみることは困難であったろう。

更に、翌昭和38年には、三木桂(現多野

藤岡協会催>の努力が功を奏し、藤岡

市にも待削の協会組織力艇生している。

なお、別表２には本1M週手による日

本新記録樹立の歴史を掲げたが、紙数

の関係から本文ではその多くを省略し

た。それから、昭和39年11月の高崎市

民大会で石ﾂﾞﾄ誠一(高崎)がT305kgの圧

級JrlIWI9タイ記録を樹立した快挙も、

忘れてはならない。もう一つ、Iij]年の

第19回新潟国体には関東ブロック商校

代表２チームという厚い壁を突破して

本県高校チーム(監督長屋消臣：県庁）

が史上初のＩ玉１体出場を果たし、Ｂ級羽

歴代日本妃録樹立選手一覧表 (別表２）
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出評(Iiii工)の３位入賞をはじめ、Ｆｅ級

IHI'二Imf(Iiij工)の６位、Ｌ級石UU四郎(iiij

工)８位そしてＬＨ級落合和夫(商工）

６７位に入賞し、これＸ本県初の商校

生の国体入賞記録となった。

また、同年10月の束京五袷では、大

河原1M協会災がＷＬ競技連衡部艮とし

て１１１賀を来たしている。

〈年次別概況＞

昭和40年代の概況

昭和44年８月には、全国高校総体の
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品)らと共にＬ級で入賞している。ま

た、岩崎は全Ⅱ本大学対抗IIIfF級で兄

911優勝を飾り、liil対抗11m三巡珊Iの節一

歩を蹄み}Ⅱした。このほか、小騨雅災

(法人)も会Ⅱ本?１１k生巡乎iiLH級２位

の活珊を兄せている。

一圦全Ｕ本社公人選手柵に１１Mルし

た帰艮博之(商工紋)はＬ級２位、Ｈ級

柴崎も第３位に入賞した。

昭和51年４月、小池務(Iiii橋il7TC)は

タイ１１Iバンコクで111Ⅱ1jiの第２[Ⅱ1アジア

巡手柵入会にⅡ本代災としてlllk＃、Ｌ

級で蟻々輔２位入賞(Ｓ３位、Ｊ２位）

を逆げ、瀬111･小野に次ぐ３人11の[m

際大会出柵選手となった。

翌５月にはlR協会及出野博が第１１回

｢1稗親艀大会Ⅱ本避乎l]HIIll災に任じ

られ、ソウルへと刑んだ。Ｌｕに７Ⅱ、

モントリオール｣f,袷には、n本遇ｆＵｌ

コーチとしてIlllI1術(iii機：１１体大撫

師)が参加した。関口は44総体Ijij後の

６年|Ⅲ、本県の強化コーチとして柵IMI

し、n体大監督就任後は分11本大学対

抗限５迎勝の爽繍をiItねており、IIHhI

49、５０年の１１t界選手Nilその他主要な[Ｅｌ

際大会のコーチを雌任した秀れた術導

者である。IiilJi蛤でのllUIlの手腕は、

Ｕ本チームの成績が如爽に物砺ってい

る。１１凡116浜で1i11催の第２IuIHIl1友

好大会には前年に引き続き小野光一(in

IlIiIi農協)がllIM9、Ｌ級２位であった。

'1,野は．佐聞|]i１体でＯＬ級２仙人賞の

好成繍をあげた。FIIn体ではＦ級瑞崎

賢二が３位、ＭＨ級柴Ih1i恒二、Ｍ級小

池務(板倉束小紋)らが入賞し、少年の

部ではＢ級柚局明雄(蔭工)が入賞した。

福岡は８月の全伺il1i杖総体ではＢ級２

位の活服を兄せた。岡総体ではＦ級樹

沢宇IAl(育英)、Ｍ級JL味健一(iii工)ら

も人徹した。また、分n本大学対抗IIu

では岩崎賢二がＦ級で２迎勝を飾った。

全Ｈ本社会人選手椎ＭＨ級では、柴崎

恒二が３位に入賞した。なお、この年、

1M協会ＨＩ会1ｔとして荻原l脳光(前橋)、

110村布三(IiiI橘)の２名が新任された。

ｌ１ｉ１年２月、研崎市体ff航IAlのＷＬ練

習喝が改築砿iiiさ几そのスペースも

広く愛好者墹加に柏〕1【をかけた。１０月

には沼田小妃念体育館の一部に常岐Ｗ

Ｌ練習場が設けられ、北毛地凶猛好打

の練習拠点となった。

昭和52年には、Ⅱ1協会災のIIlPfIWが(ＩＤ

Ｕ本ウエイトリフティング協会KII会及

に遮任された。文字皿I)iii例のないＩ１ｉ

報に協会は沸いた。lllWfの初仕JlIは、

７月ブルガリア･ソフィア市での第３

ImIJrlt界選手樅大会にⅡ本避乎団団災

彼は全日本選手柵Ｌ級でも入賞した。

また、柴iMi恒二(マニハ食品)は、全ロ

本社会人選手柵ＭＨ級で節３位に入賞

した。なお、８月の会l4ii1i杖総体Ｆ級

で瑞崎賢二(蝋二[)が入賞した。

一方、５nには111協会IlIll会奨の111野

博が群.蝿県体育協会理事に避ばれてい

る。初代会奨に次いで２人月のことで

ある。

昭和49年には、H1野博の熱意と実行力

がiHi〈iNi価され、節三代lMWL協会蛙

に就価した。副会長も新たに吉原此随

(薩工校奨)、山、久助(商崎協会災)の

２名が選ばれ、理事箕は奨吊iW臣(前

工定)が再選された。また、副理事奨

の墹貝を行い新設の専門委且会の長を

兼任することになった。すなわち、奨

坂桁災(iii工：リド勝局及)に加え、、IﾘII

lu美(f『英：競技委Bi及)、金ｊｌ:泰樹(金

井商店：選手強化委員健)がそれであ

る。この年は、６月に第７回関東商校

選手樋大会を上武高校で開催し、８月

には第18回余関東選手術兼第29回国体

満校閲束地区予選会がIiii橋ff英商佼で

''１１１１Mした。

旧]年は全11本社会人避手１mで柴崎恒

二がＭＨ級２位に入賞、茨城国体でもＨ

級で入賞した。また、全日本学生選手

権では小野光一がＭ級優勝、全11本大

学対抗収でもＬ級優勝とめざましい橘

囲であった。この年、日体大へ進んだ

岩崎賢二は、全11本学生東西対抗IURF

級飾２位と好潤であった。

昭和50年代の概況

ｗＬ競技大会が県立藤岡高校で開催さ

れている。ただ、この時期はロシアス

タイル･Ｐ(セット・Ｐ)と称する押しあ

げの新手のテクニックが国際的に足泌

されてはいたものの、押しあげの判定

には微妙な相違が生じ、国内審判員の

判定も動揺期にあった。選手･コーチ

側と審判との判断にも－部蝿識のずれ

はあった。この大会の出場選手265名

のうち、失格選手数116は異常な数で

ある。３午後、国際迎盟はＰ柧目の肥

｣Lを決議する。失格希44％というIiil大

会で、Ｆｅ級宇敷益夫(利農)、ＬＨ級柴

崎恒二(前工)、ＭＨ級関ロ明(灘工)ら

が健闘し入賞した。

同年の第24回長崎国体では、本県高

校チームが県史上初の天皇杯翻別６位

入賞を果たした。Ｍ級３位のiliim孝夫

(利農)、ＬＨ級３位のIiiiile柴崎をはじめ、

圧級栫康懲(前工)、Ｂ級立川轡良(Iii

工)らの入賞がその成因となった。

昭和45年には、初代県協会長の大河原

宇明吉が名誉会長に昇り、二代目会長

には笠原秋雄(眼識)が就任した。理獅

長も高崎の揚洩正大(上信パス)からiii

橋の艮腿iW臣(県体育課)へと代り、ＪＩＳ

務局も商崎の大河原宅から初めて県立

前橋工業高校に移り、同校の畏坂澗美

(県協会別理事畳)が事務局長を務める

ことになった。

昭和46年の和歌111国体では、本県チー

ムが14年ぶりで天型杯総合第４位に入

賞した。第１１回兵EII国体の６位、第１２

回師岡国体の同６位を上回る３度目の

総合入賞であったが、成因は高校チー

ムの種別第２位という活既にあった。

昭和47年、笠原県協全及の職務代行老

として、同副会長の出野博(前橘協会

艇：大洋商耶社長)がその住にあたる

こととなった。

昭和48年６月12ｐ、本県ＷＬの生みの

親である大河原宇明吉が逝去した。享

年70歳であった。その偉大な功績に対

し正六位が叙位され、勲五等双光旭ロ

章力綬与された。悔んでも余りある悲

報であった。

この年の１月より、県内においても

Ｓ及Ｊの２種目制新ルールが実施され

た。また、同月には前橋市に市営温水

プール・トレーニングセンターが竣工

し、ＷＬの練習も可能なため中毛地の

愛好者から歓迎された。

さて、同年の第３回全日本学生東西

対抗戦で小暮雅美(法大)がＬ級２位、

全日本学生週手権で宇敷益夫(日体大）

がＬ級３位、そして全日本大学対抗戦

では小野光一(明大)がＬ級２位に入賞、

会長･出野博

昭和５０年には、小野光一(明大)が第１

ＩｉＤｌｐ１ｌ１友好大会Ｈ本代衣避手に週ばれ

た。瀬山縦三郎(鮒林)以来17年ぶりの

国際大会参力Ⅱであった。戦績は北京、

杭州の両大会共Ｌ級２位であった。こ

の小野は＝爪同体においてＦ級岩崎賢

二(日体大>、ＭＨ級柴崎恒二(マニハ食
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として参加することであった。

３月、ソ連邦リトアニア共和国ピル

ニュスで開鵬のソ連国際友好杯大会に

は、岩崎賢二が11本代表選手としてⅡﾄ

ｶﾙ、５２kg級７位入賞と醤MIIした。７月

には、桐岡lﾘ1雄(ロ体大)が５人月の国

際人会代表選手として、マニラでの第

１回国際ユース選手権に出場、５６kg級

で３位入賞と善1脱した。

一方、青森岡伸では本県成年チーム

が天且杯種別順位７位に入賞した。成

因は67.5kg級２位の小池務、５２kg級３

位の岩崎賢二、110kg級３位の柴崎lIi二

らの上位入賞にある。少年の部では、

高橋誠(藤工)が60kg級３位、82.5kg級

森昭夫(藤工)も入賞した。森はこれよ

り先の全国高校総体90kg級では２位に

入賞した。また、IiiiilB柴崎は、６月の

分Ｈ本避手椛兼ロソ友好大会において

110kg級３位と敢闘した。

それから、第231,全日本大学対抗戦で

は、５２kg級岩崎がＴ220kgを挙げ見事優

勝し、念願の３連覇を達成した。これ

に先立つ全日本学生避乎椎では、楡原

過雄(法大)が110kg級で優勝、100kg級

阿久津洋(法大)も３位であった。この

大会では舟轡僧生(日体大)も入賞した

が、舟喜は第３回Jr世界選手権代表選

考会で75kg級２位と腿闘している。な

お、全日本社会人選手権では、上毛ク

ラブが初の団体３位入賞を果たした。

この年の11月には、全国辮判聯科会

が伊香保温泉を会場として１１１１伽されて

いる。また、同年より大河原初代会及

の功績を永く後世に伝えるため、大河

原杯が新設された。同年２月12Ⅱ、前

選手強化委員長の金井泰樹(薮塚本町）

が没した。金井所有の米国製の逸品ヨ

ークパーベルー紺がＩｉｉｌ家より県協会へ

寄剛された。この年の県内公泌稀判ｆｌ

数は、全国２位であった。

昭和53年１月には、日体協の新規事業

である優秀選手巡回指導講習会が前橋

育英高校を会場として実施された。

この年、タイ国バンコクでIlllliiの第

８回アジア競技大会にはn本代表とし

て柴崎恒二が出賜、110kg級Ｓで132.5

kgを挙げて兄事種目優勝を遂げ、Ｊは

172.5kgで３位入賞、Ｔも305kgで３位

入賞とその健闘振りが光っている。ア

ジアの五袷との異名をもつ同大会への

参加は、往年の瀬山iii三郎以来、実に

２０４１§ぶりのことであり、柧目別優勝は

柴崎が簸初である。同大会では1111口術

がコーチを務め、柴崎の活蹴を支えた。

柴崎のこの実績は高く評価され、翌年

には群馬県総合表彰(体育顕彰)の栄に

浴している。もう一人、１０月の米国ゲ

ティスパーグにおける世界選手権に日

本代表として参加した岩崎賢二(藤高

教)は、５２kg級11位と橡11ｍした。滑崎は

本Ⅲ初の世界避手柵川掛遮乎となった。

これに先立って行われた今日本選手柚

での岩崎は、５２kg級Ｊ特別試技で132.5

kgの日本新記録を樹立したが､Ｔ225ｋｇ

は１位と同記録ながら体重差で２位に

甘んじた。同大会には柴崎も出場し、

110kg級で初優勝を飾った。５月、ソウ

ソウルで１１N怖のＨ鰍親稗大会110kg級

日本代表となった楠原近雄は２位、矢

張りliil時期11M催の日中友好大会日本代

表の柴崎は、北京、南寧両大会共110

kg級で優勝をⅢねた。

７月には、出野博県協会蛙が前年に

引き縦き第４回Jr世界選手ｵiii大会日本

選手１W災に遊ばれ、総務に任じられた

llj川豊美(1M協会副理Jll長)と共にアテ

ネに向った。

一方、長野国体における本県チーム

は、天皇杯総合８位入賞を遂げ、天皇

杯得点４点を獲得した。＋110kg級２位

の楠原、110kg級３位の柴崎そして５２

kg級４位滑崎らの上位入賞がそのlnililj

力となった。少年では、５２kg級の原徹

(育英)が２年生ながら健闘し、２位入

賞を果たした。原は全国高校総体では

６位であった。

１１月の第15回全Ⅱ本社会人避手樅で

は、」2毛クラブが団体の部で兄耶初優

勝に輝き、この年からiII波の内IⅢ総理

大腿杯の初の獲得チームとなった。

昭和54年は、第一に原徹の活踊が特飛

される。原は兵庫全国高校総体52kg級

の優勝と宮崎国体少年1iiI級の優勝とい

う至難の業をやってのけた。これは本

Ⅲ初のことである。この原は、ソウル

で1Wll1Mの第１ImIH輔ユース大会にもコ

ーチの中川豊美(育英教)と共に参加し

たが、僅差で２位にとどまった。

その第二は、第33回世界選手権大会に

おける岩崎賢二の活踊が注目きれる。

ギリシャのサロニキにおける同大会５２

kg級にⅡ}鯛した岩崎は、Ｊで130kgを

挙げ４位と健闘し、Ｔ230kgで７位入

賞を来たした。本県初の世界選手権入

賞を支えたのは、コーチの関口傭であ

った。なお岩崎は、３月のソ連国際友

好杯大会にも参加している。同年のロ

''１友好大会大津大会では、柴崎恒二が

110kg級２位、平in大会110kg級では楡

原iii雄(前橋市ＴＣ)が優勝を飾ってい

る。この二人は、同年の宮崎国体成年

110kg級で柴崎が３位、100kg級で楡原

が４位に入賞し、また56kg級岩崎６６

位に入賞している。

５月には、第39回全日本選手権兼モ

スクワ五桧候補第２次選考会が前橋育

英高校でIIHmiされた。110kg級で柴崎が

T305kgで２迎珊を火現し、２位も楠原

であった。５２kg級では岩崎が３位と鰹

閲し、地元の観客は沸いた。なお、柴

崎は８月来京で開催のアジア選手権大

会にも1ｈ場し７位入賞であった。

６月には、第６回軸国京畿過チーム

対日本金IlUDl〔チームの親神火会が鯨111・

平沢で|Ⅲ|鵬された。本ＩＩＬの52kg級111ｍ

和広(111m木工)、82.5kg級ﾌﾞ11騨侶生、

110kg級柴崎らが優勝し、全関〕1〔圧勝の

原動力となっているが、コーチの湯浅

正大(高崎)の陰の力も見逃せない。

昭和55年８月、神奈川での全IiIl来選手

柄110kg級にｌＩＩ渦した柴崎１１１二は、Ｊ

１83kgを挙げ兄Ⅲ畑本新肥録を樹立し

た。また、翌月の1M逆手楠十110kg級に

出場した楡原道雄もＳ140kg、T315kg

の二つの日本新を樹立している。

１０月には、県協会史上初の国体成年

種別優勝という快挙があった。栃木国

体での成年チームは、67.5kg級小池務

(前橋iHlIL小紋)の２位入賞を皮切りに、

110kg級柴崎６２位、＋110kg級楡原も

２位、そして90kg級舟喜信生(県スポ

ーツＣ)の４位がこれを実現させている。

少年も52kg級南雲浩幸(育英)が３位、

60kg級品、康幸(育英)の６位入賞もあ

り、木1Mは天凱杯総合節３位という好

成績を得ている。この雨雲は、愛媛全

国高校総体ではliil級２位と健闘し、他

の選手の活蹴もあって前橋育英高校は

３位入賞を果たしている。

８月、前橋育英高校で1111催の第２回

Ⅱ稗ユース大会では、５２kg級代表の南

饗が２位、67.5kg級佐藤幸雄(莉英>が

３位であった。この年、Ｈ体大へと進

んだ原徹は、第１回JOC杯全日本Jr避

手権52kg級で優勝し、５月、カナダで

開催の第６回Jrllt界選手権大会に出場、

６位に入賞した。翌年、原は県総合表

彰(体ffIlMi彰)の栄誉に輝いた。

同年、国際鎌台に雄飛した役此の餓

賦は会焚山野１Vであった。５月、ソウ

ルでの第12回アジア選手権大会、そし

て'２月ジャカルタで開催の第１回アジ

アJr選手権大会の日本選手団長として

よく大任を全うしている。ジャカルタ

では、この時ＩＷＦコーチ＆レフリング

クリニックもlii】時1M催されており、こ

れには同選手団コーチの字11k益夫(眼協

会強化委員鎧)が参加した。９月には、

第15回ロ軸親善大会が開催され、長屋

消臣(県理事長)が本県初の日本選手団
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優勝を飾った。

昭和59年の奈良|玉１体では、成年十110級

楡原道雄が２位、５６kg級原徹(育英教）

３位、５２kg級岩崎賢二６５位入賞、そ

して82.5kg級叶叫ｲﾊﾞ生(新』lLlll教)６６

位と令瓜入賞し、成年敵別第８位人質

を確保した。少年は75kg級白石ＩＨ副好(前

工)、82.5kg西山僧行(利農)の両者が共

に５位に入賞した。口布は、秋田全国

高校総体でも５位に入賞、同じく須藤

(前工>も入賞した。また、鳥取での今

Ｈ本実業けl遮乎｜iiに|Ⅱjルした111ｍ和広

は、５２kg級で兄Ｌｌｉ優勝し２迎珊を達成、

110kg級阿久津洋も優勝を飾った。一

方、ソウルでの第19回Ⅱ韓親善大会５６

kg級に出場した原徹は、第１位の活醗

を見せた。なお、liil年のロス五拾には、

Illlnlilf(11体大助敬授)がエクストラ・

オフィシャルコーチとして手腕をふる

った。この年、」M協会長の川野博は、

lilj橋市体育協会Hill会箕に選任された。

昭和60年代から平成７年迄の概況

昭和60年８月、スウェーデンで開催の

第391m1111界選手椎56kg級に出場した原

徹(育英教)は、IIMIJliifコーチのもと７

位(Ｔ252.5)入賞と敢闘した。Diiは４)１

のアジア選手樅(中国)56kg級では、３

位に入賞する活躯を見せた。

同年の鳥取国体では、成年56kg級の

原が２位、＋110kg級楠原道雄(前橋市

体振公社)が３位、５２kg級岩崎賢二(灘

北紋)が５位そして90kg級ｿilﾄｷﾞｲji生(新

型１１紋)が６位と金fi入賞を来たし、

成年種別第４位、これが犬皇杯総合第

６位入賞につながった。少年は、９０ｋｇ

級の澗水(育英)が８位入賞した。

兵庫での全Ⅱ本避乎椎では、原が５６

kg級２位と腿ＭＩＩ、全Ⅱ水社会人選手椛

雑災難団同兼マスターズ同(111梨)では、

社会人が楠原、舟響、古井らの入賞、

実業団はlook9級で柴崎恒二(マニハ食

品)と＋110kg級阿久津洋(赤尾商平)が

共に優勝を飾り、111田、牧野、沢Ｍ１、

利根川、大河原、iiiiEb、小林、今ｿ|:、

石１１Iらが入賞、そしてマスターズでは

WYj橋が入賞している。イi川全図iliIi杖総

体では、須永(藤]且)が入賞した。この

年、1M協会長出野博はＪＷＡ副会艮に

再選され、６月にはロ中友好大会１１本

選手団腱として鳥取に赴いている。

昭和61年のアジア競技大会は、韓国の

ソウルで11MIMされた。命Ｕ本避乎柵５６

kg級で初優勝を飾ったIH1微は、lil級Ⅱ

本代表として同大会に臨み、Ｓは110ｋｇ

で３位を確保、Ｊは140kgを拳上した

ものの判定は３回共１対２で割れ、惜

しくも不成功に終わっている。これよ

監督としてソウルへと飛んでいる。

県協会では同年より功労者表彰制度を

設けている。

昭和56年５月、茨城でのＨ輔親善大会

には＋110kg級代表として楡liijui雄が出

渦､兄覗１位となった。楡原は６月のハ

ンガリーでのパンノニア国際大会十110

kg級にも出場し６位に入賞、８月名古

屋でのアジア選手権でも同級３位と健

闘した。６月、イタリアでIlIl他のJrlII：

界避手梱56kg級に出塒の原倣は８位入

賞と瀞１１１Rした。同月、札幌での日中友

好大会では、110kg級柴崎恒二が１位

と活昭をみせた。８月、韓国での第３

回日韓ユース大会には、111川豊美がコ

ーチとして参加した。

一方、滋賀国体では成年十110kg級楡

原が２位、110kg級柴崎６２位、67.5ｋｇ

級小池務(前橋桂強１１教)６２位、そし

て90kg級舟響信生も３位入賞と健闘し

た。これで柴崎は、国体10年迎続入賞

及び同13年連続出場という至難の記録

を打ちたてた。少年では、６０kg級飯島

勉(藤工)が３位入賞を果たしているが、

この結果、本県は成年種別で２位、天

皇杯総合では５位に入賞した。

第４１回全日本選手梅では110kg級の柴

崎が兄事優勝し、逆算３度目の覇者と

なった。同大会では＋110kg級の楡原が

２位、７５kg級の小池６４位に入賞した。

この年の８月には、全国高校総体を水

上町でllHII1iした。６０kg級販偽の３位を

はじめ、大山(前工)、小児(前工)、武

者(藤商)らが入賞し、団体では前橋工

業高校が７位に入賞した。

１１月の全日本社会人選手権兼実業団

選手柵では、上毛クラブが３位に入賞、

そして実業団110kg級では柴崎が優勝

を飾った。

昭和57年のlib根国体では、成年100ｋｇ

級佐藤光正(県総合体育ｃ)が２位、同

110kg級柴崎恒二６２位、＋110kg級楡

原道雄(前橋市体振公社)も２位、そし

て67.5kg級小池務６５位入賞を果たし、

平井iW監慨(平井パッキン>率いる成年

チームは、昭和55年以米２度目の柧別

優勝を手中にした。少年も56kg級星野

宏(利農)が３位、82.5kg級寺本教義(藤

高)６４位、７５kg級沢浦彰治(利農)６６

位と全員入賞を果たし、少年種別第８

位入賞が実現した。その結果、天皇杯

総合は史上初の地優勝に仰いた。

８月、サンパウロでMllkの第８Im1Jr

世界選手樅56kg級に出扮した原徹は、

Ｔ242.5kgを挙げ兄Plf3位に入賞した。

11月、ニューデリーで開催の第９回ア

ジア競技大会90kg級には佐藤光正が出

場、７位入賞を果たした。佐藤はこれ

に先立つ日中友好大会の杭州大会.上

海大会に出場し、共に第１位と気を吐

いた。同５月には、ソウルでもロ鯨親

橡大会がＩＭＩ1Mされており、＋110kg代表

の楡原巡雄は第１位のiiViBiiを見せた。

また、ハンガリーのパンノニア国際大

会52kg級に出場した岩崎賢二(藤商教）

は、７位入賞と善戦した。

一方、埼玉での全日本選手権では、

100kg級佐噸が兄２１$優勝を決め、110ｋｇ

級柴崎は２位、＋110kg級MMjii62位、

67.5kg級小池３位そして52kg級岩崎も

５位と健闘した。１１月には、水上町で

第19回全日本社会人選手権兼第10回実

業団選手権大会を開催した。社会人l1o

kg級柴崎、lil＋110kg級楡原、実業間110

kg級阿久il1瀞(赤尾iHiJ1i)らが優勝に姉

いたほか、多くの入賞者を出した。

なお、鹿児碕全国ilXi枚総体では、７５

kg級沢浦４位、５６kg級星野５位、８２５

kg級寺本８位などの入賞を数え、団体

でも利根農林高校が７位に入賞した。

昭和58年は、県民待望のあかぎ国体IllI

l1Mに沸いた年であった。ＷＬ競技会｣ル

地となった水｣1nj.は、町当局と町民あ

げての支援協力体制が商い評価を受け

た。また、初の２会場同時進行という

競技運営も概ね好評であった。

競技成績は、成年100kg級佐藤光正

(Ⅲスポ振JlI業側)の優勝を縦頭に、５２

kg級瑞崎賢二(麟北教)の３位人徴、１１０

kg級柴崎l1i二(マニハ食品)の４位、＋110

kg楠原道雄(前橋市体振公社)６４位入

賞と、彼らはl監督１門鯖(〕円トパッキン）

の指揮のもと成年種別準優勝を手'１$に

した。少年は倣差で入賞を逸し、その

結果、天皇杯総合成績は６位入賞にと

どまった。同大会で柴崎は、国体迎統

12年入賞と同迎統llII場15年というIili人

未到の紀録を樹立した。７月、埼玉で

の全日本選手権では、９０kg級佐藤が２

位、110kg級柴崎６２位、＋110kg級楡

原も２位、５２kg級岩崎が４位そして67.5

kg級小池務６４位という成績であった。

また、奈良でIWMの全日本社会人避乎

椛兼実業団選手棚では、実業団52kg級

で山田和広(東京滅紙)と110kg級柴崎

の２人が見事優勝を飾っている。同年

の全国高校総体では、100kg級長岡和陸

(育英)が３位入賞し、商橘(藤工)も入

賞している。８月、埼玉でI11IllMの第27

1,11全側〕l〔巡乎樅で、本県チームは総合

優勝を遂げた。なお、原徹はモスクワ

でのスパルタキアード56kg級に出場し

たが、記録は出ていない。原はその後

の全日本学生來西対抗戦同級で、兄事
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優勝を飾り、兼ねて災施のマスターズ

lIilではol1條義ⅡⅡ(ihi崎経大)と川16仏Ｎｉ

(川lIbI1l枢jld)が２，３位に入賞した。

また、柳沢lWulk(｢1体火)は全11本学化

新人１１１h節２位の析珊をjnLせた。

この平、Iiij橋,lijl[腕砥''１学校に111内

初のIli式をＷＬ部が鍵(I土た゜lii1校軟

鋪'j､池務の尽）jがこれを《l§んだ。８月

の節３１Ⅱ1余[ｌｌＩｌｌ９１ﾄﾞ校選乎柵には、｜'i１校

の,（１）橋奥行がⅡ1円初の出｣ルを来たし、

52kg級で６位に入徹した。１１)】には、

姉１１m]の11F.ＵｉｌｌＩＩｌＷＰ校避乎柵大会を、

IiiiMilliDLスポーツ祭ＷＬ入会と蛾ねて

災施した。

ところで、ほぼ散乱状態にあった放

火iiIl原会艮愛１Wの三極の鉄梯が、Ⅲ協

会ＭＩ理FIHを柵洩j[太の手によって祖J心

され、、理１１及及liliIiMIと共にIIij年４

ll18IIlIl総合体行センター1ﾉhIのスポー

ツ資料航に搬入、安慨された。趾さ155

cmの鉄彬の一つには「降魔と靱皿紀

二千㎡.百）し十八年十N台１１大ihlllii枯

鉄搾所ｲi」の銘が刻まれ、製作粉の

名も兄える。枯鉄枠が、１１，､鉄枠を術

でひねってしまう祖の怪力の｣二を窓味

するとするならば．IlHhIl3lIz、既にこ

の号を称していた大ipI原の怠凱粁附ぶ

りが題える。

平成２年の佃同iZl体では、少年100ｋｇ

級で三木紀行(蝋北)がＳ２位、Ｊ４位

に入り、67.5kg灘巻(蝋北)、塊(育英）

らもSJ共に入賞した。成年では＋llOkH

級の渡辺(imiiiH教)がSJ共に入賞した。

第50,全11本避乎伽では、５６kg級の原

徹が２位入賞。宮城全I珂商杖総体では

蔭巻、堤、三木らが４位、そして木暮

(育英>も入賞した。また全Ⅱ水火業１，１１

逆手柵では90kg級今ルIIiと(iHH1フィッ

トネス)が３位、IOil時IlIIlIHのl副体ilC念杯

女ｆでは、久保１１１ひさよ(利拠)が２位

に入賞した。

なお、｜iilBlZの役阯改避で20年１１１１理\IF

碇を務めた及脇沿臣(Iiij橋)が剛公氏に、

新理ｲIl1〔には艇坂澗災(iii橋)が退任さ

れた。翌年ｌｌＩには、iiY6mIlU〕l〔i<)６校

避抜大会を戯ＩＭＩ北iWi枕でⅡ'１１１Mした。

平成３年には、第2311リアジア避乎柵大

会が茨城で１１１１(Uiされ、５６kg級11ii徹は３

位人賞と鰹閾した。また、岩崎賢二(鯉

正教)は第13,1｣鰍ユース大会Ⅱ本逆手

団コーチとして博脚に吐いている。

この0Kのｲi川[副体では、１iii微が56ｋｇ

級Ｊで優勝を飾り、Ｓでも２位と橘１１N

し、ILI石もＳＪ共に人潰している。少年

では67.5kg級I:藤正行(汀共)がＪ３(1k、

栗原(藤北)、lljili[(f『英)らＭ４，人貸

している。111形での全11本災業lW1避乎

真下、lidl住、根岸ら館林坊の橘蹴が注

目された。９月、第１回全同女子選手

柵に11Mルした鈴木昭１１t(鮒林市城沼体

育館)は、67.5kg級で６位とiI1PI1IRし

た。一が北海近分llliii6杖総体では．

56kg級で柳i)(が２位人徹と腿|州した。

lDiI年の第９回Ⅱ鰍ユース大会は轍ｌｑ

でlMl催されているが、上述のＩ'１川豊美

がl到際稀判員として参加した。

なお、関口Ⅲif(日体大助教授)率いる

Ⅱ体大は、全日本大学対抗IlRで101典１１

の11k歩優勝に即いた。1011、HIHM9l(｣上

の湯浅｣lﾐ人は、Ｗ#脇1M体行功労粉災彰

を1M教育１ｔより受けた。

昭和63年９月には、韓凶で第24回ソウ

ル五輪がMII腿された。余日本選手Iliiを

jil(ねたIL袷代表11k終遮考会56kg級で兄

！l‘優勝したllii徹(育英教)は．liBI迦fIlii

３巡馴を成し遂げると共に、ｌｉ４台代炎

という栄光の噸を痩i1卜した。Ⅲ協会､１１

立42年にして初の快挙であった。本研

での原は、関ロコーチの指揮のもとＴ

240(Ｓ105,Ｊ135)を挙げ腿|M1したが、

14位であった。この２カ月iijj、ソウル

での11純親神人全Ｉ１ｉｌ級にlllj＃の1$iは、

T255を総げなから２位であった。

llil年の爪都国体では、６０kg級のIlHは

Ｊ５位、Ｓ６位、９０kg級舟釧舟生は』

２位、Ｓ８位、そして52kg級山IⅡ和広

もＳ５位、Ｊ７位の活踊を見せた。少

年は、６０kg級柳沢111(雄のＳ・JiNiU共２

他人賞が光るが、竹内(fT災)、イiﾂﾞﾄ(イリ

展)も共にＪ６位に入賞している。この

年、北海iiiでの会n本マスターズ避乎

権では、１１，峰、商橋ら満崎努が_上位入

賞、真下、岡住、根岸ら館林鞠も入賞

した。一方、兵lhli全国高校総体では、

60kg級２位の柳沢を簸醐に、iWi橋(河

英)、石刊:、斎灘(育英)らが入徹した。

この年、１１１協会碇のlllWf柳はiili橋ili

スポーツ扱興稀銀全姿此の要職に就き、

伺会に新風を吹き込んでいる。

また、１Ｍ協会は湯浅jH太(高崎)に対

し、同年新設の大功労章を授与した。

平成元年、ギリシャでⅢ１１Mのl吐界避手

ｲii56kg級にllljルしたlni散は、T255で邦

10位と敢I9llした。８１１，鯨IRIでⅡⅢIi1の

第１１回Ⅱ稗ユース大会にはOII川、災が

レフリーとして参加した。

北海iiiでの国体では、少年75kg級の

石田殿志(育英)力ＳＪ共兄事優勝に輝き、

HbIIl秀仁(育英)もSJJIiに入賞した。成

fF6JfWf、ノ11脚、Ｆ１石稚好(111体IHI)ら

が入賞点を冊ている。洞１１１はIiijjIの幽

局全国高校総体ではI0il級２位、KMllは

５位であった。成年の口石は、I1WlMlで

の全ILl本社会人選手ｲlni90kgでは堂々の

り先、原はソウルでの日騨親善大会５６

kg級では、２位であった。

この年の111梨国体では、成年チーム

が天迅杯柧別８位に入賞した。５６kg級

ｌ１ｉｉの２位をはじめ、９０kg級舟ＭＮＭｉ

(利腱教)が５位、５２kg級埼崎賢二６位、

＋110kg級楡原道雄の６位入賞がその成

因である．少年では、高'11(利農)が６

位に入賞している。また、沖縄での全

IEI本社会人･実業団･マスターズ過手柄

では、社会人で古井、舟解、ドロI久沢ら

が入賞、実業団で柴崎価二、阿久

津洋が共に優勝し、今)I:、IIIIu、小林、

前島らも入賞した。マスターズでも111リ

住、真下らの復活した館林勢が久方振

りで全国入賞を果たした。一方、1111」

今回商校総体では、９０kg級新井一夫

(藤工)がjiY3位とIlHlIlし、iWiIlj(利腱)、

小内(行英)らも入賞した。

なお、翌年３月のパンノニア岡際大

会には、宇敬益夫(選手強化委員鑓>が

日本選手団コーチとして参加した。

ところで、昭和45年以来前橋工業高

校に置かれていた県協会覗務局は、本

年度からIiij橋行英iili核へと移り、１，i1校

の011川Ⅲ災(111腿ﾘ理4$蛙)が耶務LjMtを

雑任することになった。

昭和62年４月、埼玉での第191mlアジア

選手権大会56kg級代表となった原徹は、

小池以来11年ぶりの２位入賞と健闘し

た。更に９月、チェコでの節41回11t界

選手ｉｉｉに出場した原は、５６kg級で堂々

４位(Ｔ255)入賞と活肥している。

７月には．前橋市民体育館で第47回

全日本選手権兼第２２回日韓親普大会雑

ソウル五拾日本代表第１次選考会を開

催した。日本チームはJWAIHiI会奨の出

野博が団長を、岩崎賢二(県強化委、）

がコーチを務めた。５６kg級代災の原は

２位であったが、全n本選手椎の同級

では２連覇を遂げた。ｌｉｉｌ大会では90ｋｇ

級舟喜、＋110kg級楡原が共に４位、５６

kg級武者勝徳(謹高教)も敢闘した。こ

のイベントには県協会役風が総力を挙

げて弛備･迎常に取り４１'んだが、特に

地ｊＬ前僑協会理JIS腿の柳Uil天il1雄(Ⅱ181リ

理JIF災)を１１心とする協会輿の積極的な

働きが大会を成功に導いた。同年の沖

縄国体では、成年56kg級の原が２位、

90kg級舟呰が５位、少年では56kg級柳

沢輝雄(育英)が４位に入賞している。

また、京iiiでの全Ⅱ木社会人避乎掘雅

爽業団雅マスターズ逆手術では、社会

人で吉井、阿久沢が入賞し、実業川で

は山田和広と阿久洲鮮が共に優勝を飾

り、柴崎、利根川も健闘した。マスタ

ーズでは中條、高橋、瀬尚ら高崎勢と
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樋では、100kg級で有塒が３位、liil時

開催の国体記念杯女子では、商柳奈美

(利実)、宮山英美(育英)が共に２位、

久保u1ひきよｂ３位と皿INIした。

一方、分日本マスターズ避乎lliiでは、

Ａの部82.5kg級で根岸僧犬(航林BC)が

兄事優勝を飾り、Ｂの部52kg級でも脚

下昇(館林BC)が優勝、同82.5kg級の岡

住清(館林BC)６２位、Ｃの部でも90ｋｇ

級竹下照雄(dii林BC)が２位とnN林パワ

ーを見せつけた。I0ilCでは、11〃卜災行

(満埼市役所)６３位に入賞した。Iii】時

IWIIIlRの全同女子選手伽67.5kg級では、

久保田が２位と健闘した。なお、徳励

での全国中学校選手権では、６８kg級赤

見歴(前橋荒砥中)が３位に入賞した。

平成４年、千葉での全日本避乎楢56ｋｇ

級で原倣が３位、白石(｣２毛シルクＰ）

も入賞した。山形同体での原は、６０ｋｇ

級Ｊ２位、Ｓ４位そしてＴでは１位と

活BHN、白而もＳで入賞した。少年は100

kg級中逝減(育英)がＪ２位、Ｓ３位と

健闘、野村(育英>もSJ共に入賞した。

同年の宮崎全国商校総体100kg級では、

は、O10niは４位であった。徳脇での企

日本実楽団避手棚では、９０kg級で白而

が優勝を飾り、jI【i,！;(ｕ本地池)６２位

であった。雑開催の全IEI本マスターズ

では、Ａの部で82.5kg級の根岸信夫(群

馬塩業)が兄覗２迎覇を遂げ、Ｂの部

では其下が56kg級２位、同75kg級iWi機

械雄(商埼ili役所)６３位、Ｃの部56ｋｇ

級でも吉井実行が兄Plf優勝した。

一方、小111での全111中学校巡乎柚で

は、５６kg級で１１條桂良(商崎大馴中)が

優勝を飾ったほか、６０kg級羽脇徳嫡(前

橋荒砥中)が２位、６４kg級大沢氷(lliI橋

荒砥巾)が３位、６８kg級Ujm将史(iii橋

荒砥｢１１)６３位入賞と、Illflt化リフター

の柄蹴も見逃せない。

平成５年は、新体、階級制が実施され

た年である。さて、徳崎国体では成年

56kg級の原徹がＪで1位、Ｓ６３位と

活蹴、同108kg級渡辺孝(ワーナテック）

６ｓで入賞した。少１Fは54kg級寺沢11k

二(育英）もＳＪ共に入徹し、柿in児lﾘ］

(利実)６Ｊで入賞した。愛知での全１１

本実業Ｈ１選手柵では、９９kg級白石雅好

(パーフェクトＳＰ)が優勝を飾り、１０８

kg級渡辺孝６３位と腿閲した。同時冊

催の全ロ木マスターズでは、Ａの部で

根岸偲夫が３位、Ｃの部でi1ij卜災行と

田部ｿ12英明(鮒林BC)が２，３位人賞

を来たした。

この年の８月、第７回全'五lDIo学校選

手権大会を沼田市の利根実業商校でIIII

催した。地元鋪は64kg級IIB條棒良が兄

ＰＩｌ２迎覇を遂げ、＋83kg級の宮崎広勝

(商崎塚沢'１$)も優勝、５４kg級塩沢淳

（iiiI橘荒砥''１）６２位とHEIlIlした。同校

体f『航では、翌Ⅱから３１１１１１１、；1縦き

筋371m11111〕I[迦乎柵大会を１１１Ⅱliした。

これより先の６)1には、水上liH光公

鮒を会｣ルとして[l鯨１１３カ国のりl女梢

鋭選手90橘(選手川)が典い第１、イン

ターナショナル･フレンドシップ・トー

ナメントを２UIU1にわたI)I1ImHした。

Ⅱ本避手川及には11ⅡH1企及の出FflWが

{l;じられ、」ﾓlf1ifiIli(ⅡＩ協会IMI｣企及)と

創月RHiil(1ii1lUHM)Il此)がチーフレフリ

ーを、＄lUI11111共(I岬11勝崎及)がテクニ

カルコントローラーを務めた。第lIIiI

という恵義深いこの脚際大会を含め、

３力nmIに３師の醜技大会を成就に導

いたのは、川野会及の剛頭lIi用111(に加え、

北毛地lＸを火ねるWIIn協会｣ﾓ劃ｎK11両ｌ

の尽ﾉJ、そして会｣朋校の舟灘{認l：(利

爽教>の努力、Ⅲには水_'二町当局と町

民こぞっての協力支援の賜物である。

平成６年の愛知同体では、５９kg級原徹

がＪで３位に人徹、108kg級の波辺も

SJ共に入賞した。少年では、５４kg級寺

i)(と59kg級IJI藤竜也(ff災)が共にＪ４

位、Ｓ５位に入賞した。また、活111全

'五liWi杖総体では寺沢が３位、伊藤も入

賞した。禍附での全n本社会人遇手桶

兼火楽団兼マスターズ同では、社会人

59kg級のlii微が優勝、実業'11199kg級で

も白石雅好が２迎凪lを述成し、108ｋｇ

級波辺学も２位とHL1lIlした。マスター

ズでは、Ａの部76kg級の商橋穣雄(商

崎市役所)が初優勝に輝き、ln183kg級

根岸信夫６３位、Ｂの部54kg級川局弘

iIi(鮒林BC)６３位人賞、Ｃの部でも

59kg級古)l:災行が２位、５４kg級松II1iM1

(三mコカコーラ）６３位、そして70ｋｇ

級小池務(荒砥rlI教)と83kg級原沢NlI-

(原沢林業)６３位入賞と随洲した。

一方、大阪での全IUilIl1学校避乎柚で

は、４６kg級の111ｍ政附(前橘荒砥01『)が

兄ﾘﾄﾞ優勝し、ＳＪＴすべてにわたって中

!､it新iⅡ｣鰍を樹立した(別表２参1m)。Ⅲ

に、木M1光一(iii１倍荒砥tIi)も50kg級で

優勝を飾っている。

この年の５Ⅱ、１Ｍ協会腿川野１Wは功

績大とiiZめられ、群冊ⅡＩ総合表彰(教

育･文化部１ＭI)の栄に浴している。

同年の協会役且改避で、新理ﾘﾄ氏に

馴月Ⅱ賑1(iJIIII郵１，局)が辿任さｵし、腿

坂１W災理PIG災はMﾘ会奨に推挙された。

Ｘ、Ｊ１(fiI川｣&601リIlM1災からＨ１再侭化

(利突教)へとバトンタッチされ、ＪｌＩ務

脇もIiIj橋行共iHi枚からｷﾞﾘ根実業商佼へ

と移った。

平成７年４月には、第３回インターナ

ショナル･フレンドシップ・トーナメン

トのレフリーに県協会JW1事奨の望月lH1

Dilが巡ばれ、「１個へと飛んだ。また、

鯨llilでのⅡ鰍ユース大会64kg級にｌｌｌｊル

の１１１條桂典(育英)は２位、コーチは原

徹(育英教)が務めた。二の年、’１１１玉lで

M1伽の第9121世界女子選手権大会には、

11本選手Ｎｉ監督に関ulIf(日体大教授）

が、同コーチに粁崎賢二(藤工教)が任

じられた。

IMlblH1体では、５９kg級の原徹がＪ３

位、Ｓ８１Ｌ９１ｋｇ級ロイi稚好６ｓ５位

人賞、少年では70kg級中條椎良がＪ２

位、Ｓ３位と健闘、９１kg級畠山達二

(利根英)もＳ６位に入賞した。また鳥

取全川商校総体64kg級に出場した０１t條

桂瓜は２年生ながら兄jlI優勝を飾り、

99kg級の村山(育英>も入賞した。

一方、第13回分11本マスターズ選手

椎Ａの部76kg級で、商橋積雄は昨年に

引き続き２連覇を達成、同54kg級の其

下界も優勝、Ｃの部64kg級でも吉ﾌﾞﾄ実

行が優勝を手中にし、史にＢの部83ｋｇ

級11111仇ilIi62位入賞とiiF蹄した。

茨城での命１町１１'学避乎椛では、５０ｋｇ

級に出オルしたIllm政哨が昨年に3|き続

き強々の優勝を遂げ、ＳＪＴのすべてに

わたり再度ｕ水中学記録を塗り替え

た。そして又、５９kg級木部充－６２

位、４６kg級畑田亮一６３位人質と前橋

荒砥中の鰹MHがilillされた。

lIilflさ、1M協会｣上出野ｌｐは、本1Mスポ

ーツ界の模範とされる第２１回卜毛スポ

ーツ賞(振興功労賞)を受賞した。

おわりに

光険50年、これが平成８年を迎えた群

`1MlllMl会の朕山である。そこには、こ

の半11t紐に及ぶ足跡を刻んだ先述の挫

雌辛苫があったが、彼らはそれを乗り

越えている。我々は、それを学ぶ。こ

の貴い事実を略述せざるを得なかった

ことは、NWIHAにたえない。

（執飛艮脇消臣）

〈現役貝＞

会焚出野博

副会艮原時夫高木政夫

長屋澗臣長坂洞萸

理１１腿望月旦司

Hill理不1ｔ柳沢天津雄高檎祇雄

小池務伊闇冨友

原沢順一

常務理ＤＩＩ上野正雄岩崎賢=

根岸信夫中燦韓則

楡原道雄
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蕊埼玉県
歴代会長

初代相川曹司（昭和32年～）
事務局〒336埼玉県浦和市駒期2-5-6浦和市民体育館内

後脇筋哉TELO40-885-6010

で優勝の締験をもつ神奈川県を破り、

東京に次いで準優勝と進歩の跡を示し

た。

その頃、４２年の第２２回埼玉同体ｶﾎﾟ羽生

市をIlllllji地として実施されることが決

定した。

昭和39年

第'8回東京オリンピック競技大会が盛

大に１１M催され、林克也がn本選手団総

務として選出され活踊した。

昭和40年

jii玉国体開(１Ｍまで後３年というところ

で、４月、埼]1111文羽生実業ini枚に、

桜井勝利(現、ＨＩ１ｚ１ｌ蛙･[1本協会dWL務理

イト)が智任し、緋望の高校の部がiI1識

された。

昭和41年

東京オリンピックの栓舞台で、Ｆｅ級

で金メダルを鰹得した三宅維偏を本県

(121衛隙体ﾌﾟﾘ学校)に迎えることができ、

二iiiの再びとなった。

昭和42年

福井県坂井町で開催された、第l4lnl全

国高校総体では部fII立３年Ｈでありな

がら、羽生実業高校が党々のilli優勝と

いうHillかしし､成績を蝋した。また、埼

玉|n体においても腿M1し、一般は二迎

靭、ウエイトリフティング鮠技で天里

杯総合第３位のすばらしい成績をあ

げ、本県協会の歴史に新しい１ページ

を綴った。

昭和43年

慶応志木iiii枚に部が新餓され、羽生災

難商校と２校となり、iWi体juLwI1l1部と

して役瞬が腿められた゜以後、２校が

競い励ましあいつつ堅実な歩みをみ

せ、Ｂ級の滝原進(羽生実業高校)、Ｆ

級の柴原嵩英夫(同校)をはじめとし

て、優秀な選手を輩出していった。ま

た、第191mメキシコ･オリンピック競

技大会では、Ｆｅ級に出期した三宅鞭

伯･三宅義行の兄弟選手が、そろって

金メダル(兄)･銅メダル(弟)を獲得す

るなど、スポーツ埼玉史上の偉業を成

し遂げた。

青功労者賞を授与された。

昭和33年

協会発足２年目を迎えたこの年は、協

会活動もある程度軌道に乗り、各種県

外大会にも選手を派近できるようにな

った。全１ＮⅡ〔巡手柵大会で総合４位と

なり、第131uⅡ１４体く?hr山lWff川ili)には、

監督に林克也(現在の日本協会会氏)が

選ばれ、総合９位となった。また、第

181m全日本選手権大会(東京国立競技

場体育館)に４名の選手を派遣し、３

位（１名）４位(２㈹５位（１名）と全避

下が上位に進lIIしょくIIL剛した。

昭和34年

この年は、主力逆手が大学の卒業期に

あたり、第14回国体(東京都)では、入

社試験や盲腸炎などが重なり２名の選

手が棄権、戦績は同体参加以来晶低の

不成績に終わっている。

この敗北によって指導粉不足と逃手肘

のiWい本Ⅲの鯛Aを深く反省させられ、

役員養成、コーチ技術の向上、器具の

完備、新人の発掘と底辺の拡大に努め

るべく、１２月初め浦和市公会堂に役員

が集合し計画の立案を行った。これ鞭

を一挙に解決する手段として、翌年の

１１１１東進手iii大会を本1Mに総致し、県熈

に我々の競技の邪解と注IEIを求め、愛

好判を集めることと、大会の実現と迎

肯により役員の強い結集を実現するこ

とを考えた。

昭和35年

昭和35年７月３１Ｌ浦和市のjNi玉会館

に於いて、Ⅱ!及び巾当1iiiの絶大なるMル

ノ｣のもとに1111束選手柵大会を成功樫に

肌催した。この年はローマ･オリンピ

ックのDM催年で、オリンピック出場選

手が協力参加、世界記録に挑戦する記

録会も行われ、多数の観衆に深い感銘

をﾂえた。この大会を機に、公蝿の器

』し、パーベルとプラットフォーム行一

式を揃えることができた。

昭和36年

関東選手権大会で、本県は常に東京都・

神奈川県の次に甘んじていたが、国体

<沿革＞

壇会設立まで

本県ウエイトリフティング競技の培

養の逃礎は、昭和30年頃より流行した

ボディビルjuLmjjにあるといえる。

ボディビルを愛し其験なilimjIを行っ

てきた人達が、体型のみを剣づか↓､鍛

錬するより、バーベル連動により生ま

れた力を、人と競うことに目を向けは

じめたピルダー達が本県ウエイトリフ

ティング協会iiIiiliiJの素地を形成した。

昭和32Ｗ！§W(より1M内の競技粉によ

る競技会ＩｌＨＩｌｉを甑む声が活発にな')、

大会'１１１雌実現と協会設立を願う、iI1i和

市在住のリフター達によって迷勤が進

められた。

浦和市内に練習場を作り、早くから

聾及指蝉にあたっていた、丹野徳雄の

械極的な迦釛奔上が効を奏し、１１１体ﾌﾟｧ

協会の協力を11卜て会艮に相川凹司を迎

え組織化が進み、IIHjNl32年７月26uに

第１回大会が実現した。この時、中央

本部より野中義治総務理事を招き、第

121''1図体埼玉県予選会を兼ね、記念す

べき第１回埼FIilHウエイトリフティン

グ逆手柵大会がiiIiｲlIili立iWi砂小学校３１ｉ

堂において、ささやかながら、２０余名

の参加者を得て開Ｉ１ｌｉされた。これが戦

後十余年にして、初めて本協会が発足

し、活動の第一歩であった。

《年次別概況＞

昭和32年

第１１Ⅲl大会は、lWi岡県淌水市において

1111(1Mされる第１２回国体の予選を兼ねて

行われ、各階級の優勝者６名が選出さ

れ、監将には前記の丹野徳雄が選ばれ

た。その｢１１でも高校の鈴木利己は、こ

の頃まだ商校の部が火施されていない

ことから、一般の部に１１}塒し７位に入

賞した。彼はＰ.Ｓ・』の３種LIJIiにIWi

杖新記録という快挙をなし遂げ、協会

にとって幸先の良い出発をした。また、

この午丹野徳雄は県教育委員会より体
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昭和52年

この年、埼玉栄高校にウエイトリフテ

ィング部がiII識され、商体連専iw1部加

入校が４校となったが、ＩｌＩＩ束、会同大

会で人償する避乎の班出はなかった。

Ni1年、昭和53年にはiII部２年ロにして、

県内大会の総ての学校対抗職において

優勝し、全盛時代のスタートとなった。

53年８月、111形でIlII催された全国高校

総体で、本県初の会|副高校総体チャン

ピオンが艇化した。jUf玉栄獅校から９０

kg級に川｣ルした、筋ｿﾞﾄ芳孝であり、－

１W１余mにその折を聯かせた。

昭和54年

側來ipi枚大会では、埼玉栄高校が専門

部1111枚以来、初の団体優勝を飾るなど

仰かしい成績を硯している。また、全

milW核総体でも、川体で３位となった。

本県としては12年ぶりの快挙であり、

後の、令凶商校総体、jui算４回優勝の

原釛力となった。

しかしその反而、５３年に慶応志木高

校、５４年には川Ｕ県隅高校の部員がゼ

ロとなったというFHlhから姿をｉＷして

しまうなど、所作述呼11'I部としては寂

しい年でもあった。

昭和55年

秣、征本障悦が埼玉栄高校に着任し、

加鰹化の右腕としての活蹄が始まるこ

とになる。

昭和58年

卿川光行は、ｉｆ年海外協力隊flとして

フィリピンに派Ⅲされ、約２年半、現

地で活珊された。その後、昭和59年

弾、ＩＩＬ立上尼iiii枚に着任し専門部加入

が３校となった。

昭和82年

上jGiWi枚が+Ⅱ当の）｣をつけ聯二K栄商校

に芯接近し、１１１１]1[iii枚lMr避会ではIii］

点｣1仙人債となったが、辛うじて埼玉

栄iWj枚に歩があり、逃げきりの１０連覇

を飾った。またこの年、県立川口北高

校が１１１１人し久々の４校となった。

〈埼飛栄,lIi枕団体優勝＞

IIUjK1lli佼避手術大会(miW〔９回）

①IIHmI54年(初Ｖ）

②昭和55年(２迎靭）

③昭和56年(３迎覇）

④昭和59年(通算４回目）

⑤昭和60年(２連覇〉

⑥11Ｉ州l61jIi(３迎斬〉

⑦12庇２年(加算７IiiIFI）

⑧Ⅱ１２皮３年(２迎刷1）

⑨平成４年(３迎覇）

全lmliWi佼遮fIlil大会(通算４１m）

①ⅡⅡ和55年(初Ｖ〉

67.5kg級④浜谷外美･825kg級①

■0１

平成７年、杷旦国体で通算０回目の緯合優阻を果たす

昭和44年

第24回焚崎国体において、念願であっ

た総合優勝、天瓜杯を本1Mに持ちﾘil

I)、－８１１全'五lに名を馳せたことは、本

協会餓立１０年目にあたるIIB念すべき年

であったと高える。

以後、本県協会の囚氏体秤大会天皇杯

総合優勝は、次のとおりである。

①昭和44年度･鋪24m奨埼国体

②昭和56年度･第３6回滋賀１，１体

③昭和59年度･姉39回奈良Ｍ体

④昭和61年血･鋪41回山梨同体

⑤昭和63年血･jiM3m京都国体

⑥jIz成２年度･節451iJ11HiluI国体

⑦､１２戒３年度･第４6回石川国体

⑧平成７年血･iii50回iHMbl却体

通算８IIilの卸かしい優勝紀鈍を待ち、

他県を一歩リードしてきた。また、ｌＩｉｌ

際耽技会でも多くの優秀な巡乎を醐川

してきた。

昭和45年

第24回世界遮手樅大会(コロンバス）

Ｆｅ級三宅義僧(節１位）

第６回アジア耽技大会(バンコク）

桜井勝利(コーチ）

Ｆｃ級三宅義ｲﾊ(第１位）

ＭＨ級蝋本秀碑(姉２位）

プレオリンピック大会林克也(監督）

Ｆｅ級三宅義行(節１位）

Ｆｅ級三宅義賊(第３位）

昭和46年

鋪25ｍＩＩＷｌＬ迅乎柵大会(ペルー）

Ｆｅ級三宅維行(節１位）

Ｌ級欠野益行(輔６位）

昭和47年

第191ｍミュンヘン･オリンピック

林克也(監督)桜井勝利(コーチ）

Ｂ級三木功司(第10位）

匪級三宅義信(第４位）

昭和48年(Ｐ競技廃止）

第27回世界選手補大会(キューバ）

林克也(監粁）

Ｂ級三木功司(節３位〉

昭和49年

第７回アジア韓技大会(テヘラン）

林克也(監督)桜井勝利(コーチ〉

ＬＨ級住藻薫(第２位）

Ｈ級木村明雑(第２付）

輔常に、日本の競技力の一lliIを机って

きたのである。

顧みて、本協会は埼玉国体を契機とし

て、糾織及び選手育成の指導体I1ilIが確

立ざれ本格的なウエイトリフティング

活動が展開されてきた。ここまでが本

協会の第１HlljiY金時代といっても過筒

ではない。

しかし、商校の部では昭和48年４Ⅱ、

桜井勝利が浦和市教育委員会に帳ＩlＩす

るという非儲事態が起き、本県は希有

な指導者を現場より失ってしまうこと

になる。その後、川ロⅢ鵬商校に桁専

蒋、蟻本秀響を迎え、３校で献身的な

努ﾌﾞJをされたが、部ji不足と杣侯って

満作連呼門部としての活珊が数ｺﾞﾄﾞ停滞

してしまった。

〈高体連歴代委員良＞

初代桜井勝利(昭和43～47年度）

２代111口尅佑(昭和48-50年度）

昭和51年

崎｣《栄iiii枚に加藤仁が箭任、節３代の

WII101姿貝艮に就任する。しかし、学校

当局の諸小梢により部の新設はされな

かった。

３代加藤仁(昭和51～現在）

６９



内野茂.90kg級③肥後裕一

②昭和56年(２連覇）

５２kg級①吉野孝司･56kg級①森江

児幸・90kg級④濟原孝行

③昭和59年(３回目）

５２kg級①布IⅡ同ル60kg級①池谷

jDliL･67.5kg級④背原孝行

④昭和61年(４回目）

５２kg級後臘英彦・56kg級③三拾

健沿･82.5kg級⑧市川沖.90kg級①

尼松孝川ｌ

〈jiIili栄iWi枚･雁代人賞記録＞

Ⅱ{lhl54ｺﾞﾄﾞ腿（３位)･昭和57年度(６位）

昭和58年度（５位)･昭和60年度(４位）

昭和62年度(３位)･昭和63年度(３位）

平成２年度（３位)･平成３年度(４位）

１K皮４年度（３位)･平成５年度(８位）

bIu皮６牛皮（８位〉

このように、崎二K栄iii核は常に上位入

賞を果たし、栄商校を征する者は全国

商校総体をilliするとまで言われ、全国

に名を馳せ、本県協会の歴史に、また

新しい1ページを翻ったのである。今

１１までの制l【かしい成績･業績は本県協

会にとって、節２の批金111F代と呼ぶに

ＩⅡ応しいと｢iえる。

Ⅱ｛INI50年以降の('五l際jiH技会）

50年･姉29回世界大会(モスクワ）

５２kg級竹内稚朝(４位）

６０kg級後鯉節鎚(５位）

51KI§･姉211iilモントリオール万.絵

52{1K.第31121世界大会(西ドイツ）

５２kg級竹内雅朝(４位）

54年･姉331回１１１t界大会(ギリシヤ）

６０kg級後藤節哉(３位）

55年･第２２回モスクワ五輪大会

５２kg級1:i下Ⅱ出鵬６０kg級後灘節

ＨＬ６７５ｋｇ級iWi田邦彦の３名の選手

が代災となりながら、ilff舷のJMIlで

不参加を余隣なくされたことは非常

に奴念であった。

57年･第３6回世界大会(ユーゴスラビア）

５２kg級宮下Ⅱ出梅(６位）

５６kg級巾塒孝士(５位）

59ｲﾄﾞ･iiY23Imlロサンゼルス五桧大会

５２k1K級１:《下Ⅱ山海(４位）

５６kg級ｉ１ｉ珊孝l:(４位）

６０kg級我孫子蕪(４位）

３橘がそろって第４位入賞を果たし

た。

62fli･iiM9ImI世界大会(チエコ）

５６kg級iliMI学1:(７位）

63ｲﾄﾞ･nY241ID|ソウルIL袷大会

５６kg級Ili叫季士〈５位）

６０kg級）ごi松1,11隙(12位）

Ｈ３年･第６4回世界大会（ドイツ・ドナ

ウシンゲン）

５６kg級新田勝久(７位）

４年･第２5回バルセロナ五桧大会

５６kg級新田勝久(13位）

５年･節65回世界大会(オーストラリア）

５２kg級後鰯親故(８位）

５６kg級池畑大(６位）

以上、兀輪大会llM9者、11t界大会８

位入賞者）

このように、オリンピック競技大会、

IlIf界巡乎柵大会を初めとする国際競技

大会において木肌辿手の活珊は目覚ま

しく、淵に日本の競技力向上に寛献し

てきたといえる。

また時代の流れのり'で、男性にしかで

きないと思われていたウエイトリフテ

ィング簸技が、昭和62年、女子にも向

けられるようになった。

泥念すべき、第１、全国女子選手柚大

会は、林克也Ｗ務理PIIの協力の雅にお

ひざ元である、Ⅱ本大学農獣学部の鋪

堂体行館で災施された。

この大会に逸速く目を向けたのが、埼

玉栄iWi枕の加騰仁であり、現在９連珊

ｌｌ１の促行叫久型の発掘にあった。これ

が本Ⅱｌの女子餓技の鵬史上の節一歩で

ある。

栄iiH枚に体ｆｉの軟風として皆任してき

た圧谷｣l>は、陸上競技で鍛えたすばら

しい瞬発力と椚神力をもち、当時の高

校生ﾘ)7.は常にライバル化して､一緒

に厳しい練習に励んだ。

その111艶あって、第1Ｍ大公から第９

回人公の塊在まで数多くの紀録が虹新

され続けている。

〈本IIL･女子避乎の記録＞

62jIzjiyl[､Ⅱ1t界女子大会(チェコ）

７５kg級1t谷賜久美(８位）

63年節２１０１Ⅱ１ｔ界女子大会(インドネシア）

67.5kg級」と杼珊久英（７位）

jIA元ｺﾞﾄﾞjii3lmⅡU:界女子大会(イキIノス）

５６kg級阿部典災(６位）

67.5kg級奨谷甥久美(２位）

平２年第４１iiIⅡt界女子大会(ユーゴス

ラビア）

５６kg級阿部Ⅸ英（６位）

67.5kg級」上谷塒久共(４位）

１[成３年姉５１，１世界女子大会(ドイツ・

ドナウシンゲン）

４８kg級［IIIIn智子(５位）

５６kg級阿部典英(６位）

67.5kg級蛙谷賜久美(２位）

４f１４．節6110111界女『･入会(ブルガリア）

５６kg級ドＩＩ部I〔災（４位）

67.5kg級焚谷l閉久美(２位）

５年鋪７[iiⅡ此界女ｆ大会(オーストラリア）

５０kg級加露智子(７位）

５９kg級阿部典契（４位）

５９kg級石戸忠子(８位）

６４kg級高橋百合子(５位）

67.5kg級長符禍久美(２位）

７年･節９m11t界女子大会(IIjlHI）

４６kg級二柳かおり（６位）

７６kg級焚谷棚久英(５位）

８３kg級新井深欝(７位）

〈世界女子週手椛大会入賞渚＞

ここにも、本1M協会の藤史上、類をみ

ない新しい１ページが追加された。

また、女子大会lⅢNiとほぼIii]時JUlの昭

和62年群、－批教刊を考えた採点制競

技会が取り入れられるようになり、第

１IijI全国中学生避手樅大会が、上尾市

の県立スポーツ研修センターで開催し

た。

本眼では以iiiiから桜井勝利理甜及の指

導の下に、１１１学生に月をIIjlけ、瓜翠な

活肋を緋けていた後鰹節趙鞭が、中学

生リフターの苑１Ｍに寄与している。

このようにして、本Ⅱ1協会の折導者た

ちは避乎育成に迺進し、多くの優秀な

リフターを翻出させるとともに、オリ

ンピック、Ⅱ上界避手柵大会をはじめ、

什柧川際大会の監督、コーチの爪資を

務めるなど、ｌ]本避fl､１１の１１心的役ｗｌＩ

を果たし、協会IitlHHの牽引者として尽

力してきた。

また、アジア選手椎･アジアJr選手権

大会を采ljnに、全Ⅱ本選手楠･全日本

Jr避乎柵大会をどの今川規模の大会

を、昭和54年以米毎年のようにIﾘIllmし

てきたところであるが、その組織力の

充実発展ぷりは心強い限りである。

本県協会の今後の課題としては、スポ

ーツ水地が向くなればなるほど選手育

成強化という１１１１題に1.面せざるをえな

い。

巡塊軒しいIU:界のスポーツ界のIIJで、

いかに刈簸を卿じていくかが協会に課

せられた使命である。

将来の鵬釧に立った避手育成を協会の

総力をあげて推進し、世界に通じる倒

際的な醜技ﾉ｣のIiiIIZを目指し努力を続

け、虹に大きく苑腿させていきたい。

〈３３役員＞

会及相川関司

副会艮佐藤栄太郎林克也

理ｲ{R桜井勝利

理リド相川串博＝宅義個

加繭仁＝宅義行

＝木功司佐脇薫

後脇節哉笹本掻悦

継岡正章阿部大

lWUlI光行我孫子薦

佐繭浩市

7０


